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議会基本条例の取組状況を検証しました
福島市議会では平成26年４月に議会基本条例を

施行し、その目的を達成するため、さまざまな取り
組みを行い、その施行状況を毎年検証しています。

検証内容
基本条例の３つの基本方針

❶市民に開かれた議会
❷議員間の自由闊達な議論・討論を行う議会
❸政策立案や政策提言を積極的に行う議会

に基づく取り組みを中心とした15項目を議会改革
検討会において協議し、評価および今後の取り組み
方針を決定しました。
今後も議会基本条例の基本理念のもと、議会のあ

り方や諸課題について検討し、市民の皆さまに分か
りやすく開かれた議会を目指してまいります。

今後の取組方針（検証結果）
★�市民に分かりやすい言葉・表現の方法を用いた議
会運営、議案、委員会資料の公開、市民参加の
推進など12項目（A評価）
　➡今後も継続して取り組むべき。

★�議案などに対する議員個人の賛否の公表、積極的
な政策立案など３項目（B評価）
　➡�賛否の公表につながる採決についての検討を進
めており、公表について検討を継続すべき。

　➡�政策立案の実施に向けて先進事例等を検討す
べき。

常任委員会の所管事務調査の活動をお知らせします
市議会では、各常任委員会が所管する市の事務に関する調査を行い、その調査結果に基づき、市長など

に対し、政策立案と政策提言を積極的に行うこととしております。

◆テーマ：児童生徒の体力向上に関する調査

◆目　的：�近年、全国的に児童生徒の体力低下
が指摘されており、特に新型コロナ
ウイルス感染症の流行による影響は
大きい。
本市では、体力向上に向けた取組み
を進めているものの昨今の夏場の異
常な暑さの中での運動環境の整備や
児童生徒の運動器に関する理学療法
の活用など新たな課題への対応が必
要とされている。
このことから、本市の児童生徒の運
動状況や環境、生活習慣を把握し、
ソフト、ハード両面での必要な支援
策を調査することにより、本市の児
童生徒の体力の向上
を図り、生涯を通じた
健康の増進に資する
ことを目的とする。

◆調査期間：令和６年９月から

◆テーマ：�都市計画と市街化調整区域に関する
調査

◆目　的：�本市では、まちの整備、開発、誘導
や保全に関する具体的な指針とし
て、福島市都市マスタープランを策
定している。こうした指針により、
局地的な大雨等の災害や中心市街地
の空洞化に対応した市街地の秩序あ
る開発、さらには人口減少・高齢化
が顕著な農村部の地域振興・活性化
に向けた市街化調整区域における有
効な土地利用など市域の均衡ある発
展が求められている。
このことから、都市計画と市街化調
整区域に関する調査を行うことによ
り、安全・安心に住み
続けられる快適で魅力
的な都市の形成に資す
ることを目的とする。

◆調査期間：令和６年９月から

文 教 福 祉 建 設 水 道

詳しい内容はこちらから
ご覧ください。
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　議会基本条例に基づき、議会活動や市政に関する情報を市民の皆さまと共有し、あわせて市政全般につ
いて意見を交換するため、毎年春と秋に議会報告会と意見交換会を開催しています。

　令和６年10月23日から11月13日にかけて飯坂支所と三河台学習センターで開催したほか、青年層であ
る大学生や女性団体として福島学院大学、桜の聖母短期大学の関係者の皆さんとテーマを設けて実施しま
した。

いただいたご意見は、議員全員で共有し、今後の議会活動にいかしてまいります。
参加いただいた市民の皆さま、誠にありがとうございました。
議会報告会・意見交換会の詳しい内容・結果はこちらからご覧ください。

令和６年秋季議会報告会・意見交換会を開催しました令和６年秋季議会報告会・意見交換会を開催しました

桜の聖母短期大学
●開催日時…10月23日㈬午前９時
●参加人数…15人
●意見交換…市内からの女性の流出について
　　　　　　女性の抱える課題について

～主な意見～
〇�起業や就職についてのセミナーや情報提供を
強化し女性に対して面倒見の良い自治体にな
ることが必要。
〇�育休は女性が主体
で男性が少なく改
善が必要。

三河台学習センター
●開催日時・・・11月９日㈯午後１時30分
●参加人数・・・13人

～主な意見～
〇�学校リフレッシュ事業について、外壁緊急修
繕も大切だが、冷暖房効果を上げる断熱材な
ど校舎内部にも目
を向けてほしい。

福島学院大学
●開催日時…11月５日㈫午後６時
●参加人数…10人
●意見交換…福島市へ期待すること
　　　　　　�私がマネジメントする未来の福島

市

～主な意見～
〇�観光、産業など他市に比べて資源は豊富であ
るのでそこを生かしてはどうか。
〇�高校生や若い人の
滞留するスペース
を設け、福島市に
残りたいと思える
人の交流場所が必
要。

飯坂支所
●開催日時・・・11月13日㈬午後２時
●参加人数・・・23人

～主な意見～
〇�ごみ分別についての意識の醸成など、ごみの
減量化へ向けての取り組みに予算を使ってほ
しい。キエーロの
普及活動も必要で
はないか。


